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ɹ国連持続可能な開発のたΊの教育（ESD）の10年（ӳޠ略記ɿDESD）�2005〜14）が
ऴྃし、̐ 年がܦաしましたɻまた本研究所のલ਎で͋るESD研究センターが設立͞Εͯ
11年がܦաしましたɻESD研究センター͸DESDとڞに׆ಈを展開し、զが国΍アジア
太ฏ洋地域におけるESDの推進に大͖な໾ׂを発شしたとの自ෛが͋りますɻまた、
DESDऴྃ後、本研究所͸、日本の持続可能性に大͖なӨをམとし͍ͯる東京一ۃ集中、
গ子高ྸ・աૄԽに߅う「ESDによる地域創生」（文部科学省私立大学戦略的研究基盤形
成支援事業（2015�19））にऔり組Μで͍ますɻこのたΊ、本号にお͍ͯ、「DESDを͑ߟる」
と「ESDと地域創生」のೋつを特集テーϚにਾ͑ましたɻこΕらの特集Ҏ外に、本号͸、
本研究所の（客員）研究員΍本研究所とのESD地域連携協ఆ自治ମ関܎者等による報告、
࿦文、書評等多࠼な಺༰でߏ成͞Ε͍ͯますɻまたר຤に͸本研究所によるこの間の׆ಈ
記録をࡌܝしましたɻ
ɹDESDऴྃ直後で͸なく、਺年をܦաしたࡏݱ、DESDの特集を組Μͩཧ由͸DESDの
成果をྫྷ੩に見たかͬたからですɻ学校教育にとͲまらͣ持続可能な地域づくり΍ا業等
の多༷な主ମをࠐ͖רΉことで進ΊらΕ͖ͯた日本のESDのऔり組み͸、国際的にみͯ
し͖ͯましたɻこΕらشΊͯઌ進的で͋り、DESDのఏএ国としͯの໾ׂをेೋ෼に発ۃ
のऔり組みが可能になͬたの͸、政෎とڞにDESDをఏএした市民組織（国連持続可能な
開発のたΊの教育の10年推進会議（ESD�J）が政෎のカウンターパートとしͯ、つな͗໾・
推進໾になͬたからにଞなりまͤΜɻ本研究所（およͼલ਎のESD研究センター）͸
ESD�Jと΋ີۓに連携しながらDESDの推進にऔり組Μで͖ましたɻ
ɹ本特集΁のߘد文を௨ͯ͡、DESD΁の多༷な主ମのऔり組み΍DESD後のESDのऔ
り組みの一端をཧղすることがで͖ますɻDESDऴྃ後の大͖な国際的ಈ͖の一つが国連
持続可能な開発サϛット（2015）でܾ議͞Εた「持続可能な開発のたΊの2030アジェン
ダ（「国連持続可能な開発目ඪ（SDGs））」の登場ですɻ「୭一人औり͞࢒な͍」ੈքの࣮
したバックキャスティングのࢦをスローガンとしたSDGs͸、2030年での目ඪ達成を目ݱ
的なऔり組みで͋り、今΍国಺外の͋らΏるステークホルダーによͬͯظ点に立ͬた画ࢹ
推進͞Ε͍ͯますɻDESDऴྃ後に登場したSDGsが目ࢦすࣾ会͸、ま͞にESDが࣮ݱを
目ࢦした持続可能なࣾ会の当໘のビジϣンにଞなりまͤΜɻ
ɹESDが持続可能性にかかΘる広ൣなテーϚ΍಺༰をแؚし͍ͯることから、「ESD͸Կ
で΋͋りで、֓念がྑくΘからな͍」と͍う੠をし͹し͹ࣖにしましたɻච者͸ESD͸
持続可能性にかかΘる多༷な事৅・औり組みを「つなぐ૷置」で͋り、ESD͸持続可能
性にかかΘる多༷な事৅΍औり組みの「つながり」΍「関܎」を学Ϳऔり組みで͋ると表
し͖ͯましたが、ESDのΘかりづら͞͸なかなかղফ͞Ε͍ͯまͤΜɻしかし、17目ݱ
ඪ169ターήットによͬͯ持続可能なੈքを۩ମԽすることを目的としたSDGsの登場に
よͬͯ、ESDが目ࢦす（地域からੈքにΘたる）当໘の持続可能なࣾ会૾が明֬になり、
ʑのテーϚ（՝題΍目ඪ）が明֬にな͖ͬͯましたɻSDGsの達成に͸、ͦの目ඪを自ݸ
෼事Խし、主ମ的にߦಈする人ࡐの育成͸ෆ可ܽですɻESDがSDGsのエンジンとশ͞Ε
るΏ͑Μ͸ここに͋りますɻESDとSDGs͸当໘、持続可能なࣾ会のߏஙに޲けたंの྆
輪としͯෆ可෼の関܎に͋りますɻ「持続可能なࣾ会の担͍ख」を育ͯるESDが、SDGs
の登場によͬͯඈ༂的に広まるチャンスがདྷたのですɻ本研究所としͯ΋SDGsと連ಈし
たESDのऔり組みを今後ڧԽし͍͖ͯますɻ
ɹ最後に本号の発ץが஗Ԇしたことから、ࡌܝが஗Εた࿦文΍報告なͲ͍͝ߘدた͍ͩた
ํʑに৺からお࿳ͼਃし上͛ますɻまた本号の๯಄にߘدした੿ߘにお͍ͯ΋ड़΂͍ͯま
すが、本研究所のこΕまでの10年͸ESDに関৺をͤدる多くのํʑによͬͯ支͑らΕͯ
͖ましたɻこΕからの10年΋͝支援をࣀりますよう、お͍ئਃし上͛ますɻ
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